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研究成果の概要（和文）：１）日本医学教育学会の事業「日本医学教育学会認定医学教育専門家資格制度」の中核メン
バーとして、その原案作成とパイロット事業を展開し、アウトカム設定、申請資格、履修登録者事前説明会、コースワ
ーク（Teaching & Learning、Assessment、Curriculum Development）、教育実践・振り返りレポート、学術活動の成
果、教育履歴、キャリアヒストリー、認定審査などの要件を検討し、制度の概要を構築した。
２）医学教育学分野の大学院博士課程構築、専門医レベルの指導医講習会の構築、指導医のアウトカムに関する研究な
どを実施した。

研究成果の概要（英文）：Certified expert program in medical education was established in collaboration wit
h Japan Society for Medical Education. Outcome setting, eligibility, course work, reflective report on edu
cational practice, career history were introduced into this program. PhD course for medical education, fac
ulty development program for specialty doctor training, and outcome of clinical teachers were investigated
.
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１．研究開始当初の背景 
	 医学・医療者教育の考え方は近年大きく変

革しつつあり、成人学習理論、学習者中心教

育、問題基盤型学習、学習者の省察、形成的

評価、フィードバック、臨床現場における多

角的能力評価などが重視され、教育プログラ

ムの終了段階までに獲得すべき能力（アウト

カム）を重視した教育の重要性が認識されつ

つある。多忙な臨床・研究業務の中で、教育

指導者の育成は二の次とされてきた面が否

めず、教育指導者に求められる能力の明確化、

育成システムの構築は立ち後れていた。	 

	 

２．研究の目的 
	 医学・医療教育指導者の育成システムを構

築するために、以下の研究を行った。	 

(1)様々な階層の医学・医療教育指導者に求

められる資質・能力（アウトカム）を明らか

にする。	 

(2)上記の能力を向上させるための教育・研

修法を構築する。	 

(3)様々な階層の教育指導者に応じた教育シ

ステムを提案し、国内への普及を図る。	 

 
３．研究の方法 
(1)日本医学教育学会と協力して、「日本医学
教育学会認定医学教育専門家資格制度」の原
案作成とパイロット事業を展開する。	 
(2)医学教育学の大学院の研究指導内容のあ
り方を検討する。	 
(3)日本小児科学会と協力して専門研修レベ
ルの指導医講習会を構築して効果を検証す
る。	 
(4)専門医研修の指導医像について明らかに
する。	 
	 
４．研究成果	 
(1)日本医学教育学会認定医学教育専門家資
格制度の原案作成とパイロット事業の展開	 

①アウトカム設定：分担研究者間の意見交換

を重ね、「認定された医学教育の専門家は、

施設内の教育に関して相談があった時に、教

育学の根拠と自施設の文脈を融合させて、施

設の人材と協同的に、その教育の展開をサポ

ート/リードできる能力を有すること」とし

た。	 

②申請資格：一定以上の医学教育の実務経験、

講習会受講歴、学会活動、教育業績などを設

定した。また、医学教育その他の医療系職種

の卒前・卒後教育に携わっており、コースワ

ーク、教育実践・ふりかえりレポートなどを

記載できる者を参加要件とした。	 

③履修登録者事前説明会（ブートキャン

プ）：認定専門家資格制度全体の概要、コー

スワークの受講方法、コースワークレポー

ト・認定申請用ポートフォリオの書き方等の

説明を行うために実施する。平成 25 年 12 月

14 日にパイロット説明会を開催した。	 

④コースワーク：Teaching	 &	 Learning（T&L）、

Assessment（A）、Curriculum	 Development（CD）

の 3 コースを受講し、期限内にコースワーク

レポートの提出を行い、評価を受けることと

した。	 

⑤教育実践・振り返りレポート：コースワー

クで学んだ視点をもとに教育実践を行い、各

領域の教育実践・振り返りレポート３編を提

出し、評価を受けることとした。ルーブリッ

クに基づいた評価を行うために、ルーブリッ

クの作成、評価者講習会を実施した。また、

本研究班員が教育実践・振り返りレポートを

パイロット的に執筆し、相互評価を行った。	 

⑥学術活動：学会発表、学術論文、著書・翻

訳書、研究報告書	 

⑦教育履歴：教育経験に関する業績リスト	 

⑧キャリアヒストリー：医師・専門家として

「医学教育者としてのキャリア」を 3～6 程

度の時期に区分し、医学教育の理論や研究、

学問的活動にどのように関わって学び成長

し実践してきたか記述することとした。	 

⑨認定審査：認定審査用ポートフォリオを提

出し、ルーブリックに基づいた審査を行う。

また認定審査会で面接を行い、実践について

の評価を行う。審査会の結果に基づき理事会

が承認後、認定証が授与されることとした。	 

	 

(2)医学教育学の大学院	 
	 医学教育の専門家を育成するためには、学
識と実践能力だけでなく、研究能力も必要で
ある。研究能力は必ずしも論文化までを求め
るものではなく、教育上の問題点について適
切な手法で分析し、改善策を探る能力が重要
であるが、これはリサーチの基本と変わらな
い。従って、研究を推進できることは教育の
改善にとって重要であると言える。分担研究
者らはそれぞれの大学院博士課程において
研究者の育成方法の検討を行った。 
	 
(3)専門研修を想定した指導医講習会構築	 
	 初期臨床研修を対象とした指導医講習会
は全国的に普及し、指導医に認定された者は
約５万名に達するとされているが、専門医育
成を目的とした指導医のあり方については、
ほとんど検討されていない。本研究では日本
小児科学会と協力して専門研修を想定し、実
践力と理論修得のバランスに配慮し、専門医
研修に適した指導医講習会を構築した。 
①フィードバック：小児科特有のシナリオに

基づき、デモンストレーションと参加者のロ

ールプレイを多用して実践力修得を図った。 
②臨床評価：mini-CEX, DOPS, SEAなどの



work-based assessment を小児科特有のシ
ナリオに基づいてトレーニングした。 
③アウトカム基盤型教育：小児科の研修目標

作成に小児科学会が設定した教育アウトカ

ムを導入した。 
④小児科分野の教育指導者を継続的に育成

するために、受講者から希望者を募り、講習

会世話人を経験しながら教育指導者として

成長する機会を提供し、新たに 10 名以上の
人材育成を行った。 
	 
(4)専門医研修の指導医像	 
	 医学教育専門家の育成と並んで重要なの
は、様々なレベル・分野の指導医の育成であ
る。専門医制度が大きく変革しようとしてい
る現在、専門医研修の指導医はどうあるべき
かの研究が必要である。前項で日本小児科学
会の取組成果を報告したが、それと並行して、
小児科指導医のあり方を研究した。小児科指
導医講習会受講者と教育専門家の意見集約
とアンケート分析により、日本人小児科指導
医が重視する指導医としてのアウトカムを
明らかにした。これらは個人的資質、専門医
としての能力、教育的態度・スキルの３大カ
テゴリーに大別された。 
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